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（写真）Aifem “ベネズエラのバイク市場について紹介” 

米 

 

 

  ベネズエラの二輪車市場      

 

株式会社ベネインベストメント 

松浦 健太郎 

                          

国からの経済制裁などを理由にベネズエラ

経済は著しい低迷を経験したが、２０２１年 

以降は緩やかな回復を維持している。 

 

ただし、好調・不調は業種によって様々。好調と言え

る業種として食品・医薬品などが挙げられるだろう。 

また、あまり報じられていないがバイクも好調とさ

れる業種の１つと言える。 

 

本稿では、確認できる資料や統計からベネズエラの

バイク市場について紹介してみたい。 

 

 

この数年は融資が徐々に拡大していることもあり、

ベネズエラでも新車販売が増えつつある。 

 

また、自動車を購入するほどの資金力はないが、遠

方への移動手段が必要な人がバイクを購入するケー

スが増えており、バイクの販売は比較的好調と言わ

れている。 

 

「International Trade Center」の統計でベネズエラ

の HS87 類（輸送機器および同部品・付属品）の輸

入統計を確認すると、２０２４年は「乗用自動車」

を抑えて「モーターサイクル（バイク）」が約３．７

億ドル（総額の３３．１％）で最も多い（次ページ

表）。 

バイク 資金が限られた人の重要な移動手段 
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このことからもバイク需要が高いことが確認できる

だろう。 

 

 

ただし、バイク市場についてベネズエラのメディア

で報じられることは少ない。 

 

最大の理由は、バイクに関する統計が公開されてい

ないことだろう。 

 

ベネズエラには「Asociación de Industriales 

Fabricantes y Ensambladores de Motociclos（モー

ターサイクル・組立・製造産業連合、Aifem）」とい

う団体があるが、同団体はバイクに関する統計を積

極的に公表しておらず、バイク市場の実態について

確認することが難しい。 

 

そんな中でも確認できる情報からベネズエラのバイ

ク市場について紹介したい。 

 

 

 

 

 

 

 

Aifem は、２０２２年末を最後にバイク関連の統計

情報の更新を停止している。従って、２０２２年末

までのデータになるが、Aifem が公表しているバイ

クの組立台数と販売台数は下表の通り。 

 

 

Aifem 加盟企業の中で、組み立て・販売ともに最も

多いのは「BERA」。 

 

２０２２年の BERA のバイク組み立て台数は６５，

６７６台。合計組立台数（７９，６２４台）の８

２．５％は BERA によるものである。 

 

販売台数についても BERA がトップで、同社の販売

台数は６５，６５１台。合計販売台数（７７，０９

２台）の８５．２％は BERA によるものである。 

 

表：ベネズエラの輸送機器類（HS87類）輸入統計 （単位：千ドル、％）

割合

モーターサイクル 96,535 197,411 372,518 33.1

乗用自動車その他の自動車 167,232 288,975 285,397 25.3

	自動車類の部分品及び附属品 178,722 182,475 192,484 17.1

	バイク類の部分品及び附属品 103,742 119,563 114,511 10.2

	貨物自動車 33,725 61,295 60,047 5.3

	トラクター 6,311 30,886 33,023 2.9

その他 54,523 57,862 69,110 6.1

合計 640,790 938,467 1,127,090 100.0

（出所）International Trade Center

2022年 2023年 2024年品目

BERA、SOLOSON、EMPIRE の市場 

表：ベネズエラの二輪車組立台数（２０１８～２２年）

ブランド名 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

BERA 0 1,588 16,284 27,150 65,676

SOLOSON 1,121 50 4,840 9,001 13,060

BIG HOU 0 0 108 0 0

APL 0 0 0 0 552

VEFASE 0 0 0 0 336

合計 1,121 1,638 21,124 36,151 79,624

表：ベネズエラの二輪車販売台数（２０１８～２２年）

ブランド名 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

BERA 0 1,969 15,639 28,745 65,651

SOLOSON 655 30 5,268 8,760 11,113

BIG HOU 0 0 30 105 28

VEFASE 0 0 0 0 300

その他 0 0 0 0 0

合計 655 1,999 20,937 37,610 77,092

（出所）Aifem
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２番目は「SOLOSON」。同社は「SUZUKI」のバイ

クの組立・販売を行っている。 

 

２０２２年の SOLOSON のバイク組み立て台数は１

３，０６０台。合計組立台数（７９，６２４台）の

１６．４％を占める。販売台数は１１，１１３台。

合計販売台数（７７，０９２台）の１４．４％を占

めている。 

 

また、Aifem の統計を見る限り、ベネズエラ国内で

バイクを組み立て・販売しているのは左表の会社だ

けのように見えるが、実際は Aifem に加盟していな

い企業も存在する。 

 

特に「Empire Keeway」は、ベネズエラ国内でかな

り大きなシェアを占めているとされる。 

 

Aifem は、２０２２年のベネズエラ国内全体のバイ

ク組み立て台数は合計で１５万台と予想している。 

 

つまり、Aifem の統計（７９，６２４台）の他に約

７万台が組み立てられていることになり、これは主

に Empire Keeway によるものが主と思われる。 

 

 

また、２０２３年以降は統計が存在しないが、

Aifem は２３年のベネズエラ国内全体のバイク組み

立て台数は２８万台だったと予想している。 

 

ということは、２０２３年も大きくバイクの組立台

数が増えていることになる。 
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なお、２ページの表を見ても分かる通り、組み立て

台数と販売台数はほとんど同じである。 

つまり、２３年も販売台数も２８万台前後だったと

思われる。 

 

 

最後に「バイク（HS8711 類）」の国別輸入統計を確

認したい。 

 

前述の通り、２０２４年のバイクの輸入額は合計で

約３．７億ドルである。そして、このうちの約３．

６億ドル（９５．３％）は中国からの輸入であるこ

とが確認できる。 

 

 

２０２４年に限らず、それ以前からバイクの輸入は

中国が圧倒的な割合を占めていることが確認でき

る。 

 

また、増加率も大きい。 

２０２１年は前年と比べて約２０７％増（約３倍）。 

２０２２年は同２０９％増（約３倍）。 

２０２３年は同１１６％増（約２倍）。 

２０２４年は同８８．６％増（２倍弱） 

となっている。 

 

中国以外はどの国も特筆するような金額ではない

が、２番目はインドで約６２７万ドル。 

 

日本からの輸入はコロンビア、パナマに次いで５番

目で、１５８．１万ドルを輸入している。 

 

 

以上 

バイク 中国からの輸入が９割超 

表：ベネズエラのバイク（HS8711）の輸入統計（国別） （単位：千ドル、％）

割合 増減率

中国 9,142 28,125 87,024 188,333 355,142 95.3 88.6

インド 41 172 0 606 6,274 1.7 935.3

コロンビア 807 0 251 1,718 3,232 0.9 88.1

パナマ 828 2,355 4,695 1,628 2,625 0.7 61.2

日本 609 1,525 1,084 2,443 1,581 0.4 △ 35.3

米国 1,296 1,215 2,030 1,462 1,311 0.4 △ 10.3

イタリア 0 16 56 12 1,091 0.3 8,991.7

スペイン 71 196 757 582 858 0.2 47.4

フランス 0 369 199 234 225 0.1 △ 3.8

台湾 0 0 112 116 122 0.0 5.2

その他 317 295 327 277 57 0.0 △ 79.4

合計 13,111 34,268 96,535 197,411 372,518 100.0 88.7

（出所）International Trade Center

国名 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年


